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令和3年 (2021年) 2月1日発行
市議会だより

一般会計補正予算質疑※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
が
、
居
住
地
域
内
に
す
ぐ

に
行
け
る
医
療
機
関
が
な
い
地
域
の
方
々

は
、
非
常
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
。

今
後
、
茨
木
市
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い

て
、
居
住
誘
導
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

地
域
で
、
医
療
体
制
が
希
薄
な
地
域
に
対

し
て
は
、
市
が
率
先
し
て
医
療
機
関
の
誘

致
等
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

地
域
医
療
資
源
調
査
分
析
報
告
書

を
も
と
に
、
地
域
医
療
体
制
が
希

薄
な
地
域
に
焦
点
を
絞
っ
た
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
等
の
分
析
な
ど
、
医
療
体
制
が
希

薄
な
地
域
へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

医
療
体
制
が
希
薄
な
地
域
へ
の
対
応
は

問答

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
や
文

化
財
資
料
館
等
の
公
共
施
設
に
は

多
く
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
来
場

者
数
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
施
策
に
対

す
る
目
的
を
達
成
で
き
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
状
況
で
あ
る
。
市
直
営
の
施
設
を
民

営
化
す
る
こ
と
や
公
共
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
、
計
画
性
を
持
っ
て
、
見
直
し
を
進

め
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

平
成
29
年
度
に
作
成
し
た
公
共
施

設
白
書
で
は
、
各
施
設
の
運
営
コ

ス
ト
や
利
用
実
態
及
び
課
題
を
整
理
し 

記
載
し
て
い
る
。
白
書
を
基
礎
資
料
と
し

た
各
施
設
の
あ
り
方
検
討
を
踏
ま
え
、
今

年
度
に
は
公
共
施
設
最
適
化
方
針
を
策
定

公
共
施
設
の
改
革
を

問答

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
前
に
お
い
て
は
、

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
検
討

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
白
紙
と
な
り
、
現

在
は
更
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅
周

辺
の
自
転
車
駐
輪
場
は
、
利
用
者
の
た
め

に
改
善
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
の

に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
自
転
車
駐
輪
場

を
含
め
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
と
し
て
、
地
域
住
民
や
駅
利
用

者
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
駅
前

機
能
の
誘
導
に
向
け
、
周
辺
関
係
者
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、開
発
事
業
者
及
び
周
辺
関
係
者
と
、

駅
前
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
駐
輪
場
機

能
を
含
む
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
寄
与
す
る

複
合
施
設
整
備
に
向
け
、
協
議
・
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を

問答

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
公
共
空

間
の
価
値
を
再
発
見
し
、
新
し
い

価
値
を
生
み
出
す
た
め
、
公
共
空
間
の
活

用
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
民
間
事
業

者
や
市
民
に
対
し
て
、
活
用
し
て
ほ
し
い

公
共
空
間
の
リ
ス
ト
作
成
を
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
民
間
か
ら
の
空
間
活
用
の
提

案
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

活
用
可
能
な
公
共
空
間
を
含
む
市

有
財
産
を
リ
ス
ト
化
し
、
民
間
事

業
者
や
市
民
へ
活
用
を
呼
び
か
け
る
こ
と

や
民
間
事
業
者
等
か
ら
の
提
案
制
度
の
実

施
は
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
現
在
、
民
間
提
案
制
度
導

入
を
視
野
に
、
先
進
事
例
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
全
庁
的
な
視
点
か
ら
検
討

し
て
い
く
。

医
療
資
源
不
足
地
域
に
本
市
の
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
急
病
診
療

所
の
分
院
を
設
置
し
、
医
師
を
派
遣
し
て

診
療
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
課
題
が
多
く
困
難
で
あ
る
。
一
方

利
用
可
能
な
公
共
空
間
の
有
効
活
用
を

問答

医
療
資
源
不
足
地
域
へ
の
対
応
は

第７回定例会

　　令和２年度一般会計補正予算（第 9号）
質疑を 12 月３日、４日の２日間にわた
り行いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、誌
面の都合上、質疑の一部しか掲載できま
せん。詳しい内容は、南館１階情報ルー
ム及び各図書館に設置している会議録を
ご覧ください。また、市議会ホームペー
ジでもご覧いただけます。（いずれも２月
下旬予定）なお、右下の二次元コードか
ら市議会ホームページの録画配信
をご覧いただけます。

一般会計補正
予算 (第 9号 )

質疑

問

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

塚
　
　
　
理

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

  

米
川
　
勝
利

　
公
　
明
　
党

  

大
村
　
卓
司

  

大
阪
維
新
の
会

  
大
野
　
幾
子

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

稲
葉
　
通
宣

す
る
。
今
後
は
、
最
適
化
方
針
に
沿
っ
た

施
設
の
見
直
し
を
順
次
進
め
て
い
く
。

文化財資料館（東奈良三丁目）文化財資料館（東奈良三丁目）



3 令和3年 (2021年) 2月1日発行
市議会だより No.2403 市議会だより

一般会計補正予算質疑

市
議
会

だ
よ
り

い
じ
め
の
未
然
防
止
と
い
う
観
点
で
も
、

き
め
細
や
か
な
ケ
ア
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

要
で
は
な
い
か
。

特
に
高
齢
者
等
の
生
活
に
必
要
な

移
動
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
庁
内

の
各
部
署
に
関
連
す
る
課
題
が
多
く
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
関
わ

り
方
を
検
討
し
、
幅
広
い
視
野
で
各
分
野

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
小
学
校
で
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
休
校
中
で
あ
っ
た
１
学
期
の
い
じ
め
の

件
数
が
150
件
と
、か
な
り
多
い
と
感
じ
る
。

コ
ロ
ナ
に
関
連
し
て
い
る
か
定
か
で
は
な

い
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
、
評
価
し
て
い

る
の
か
。いじ

め
で
苦
し
む
児
童
・
生
徒
を

見
逃
さ
な
い
た
め
、
積
極
的
に
認

知
し
、
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
件
数
の
増
加
は
そ
の
結
果
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
行
動
様
式
の
変
化
等
に
よ
っ
て

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
も
多
く
、

で
、
公
民
館
等
を
利
用
し
、
巡
回
診
療
と

い
う
方
法
で
、
医
師
を
派
遣
す
る
の
は
実

施
可
能
で
は
な
い
か
。

診
療
所
の
少
な
い
北
圏
域
に
お
い

て
、
医
療
需
要
と
提
供
体
制
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
、
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
医
療
資
源
不
足
地
域
へ
ど
の
よ
う
な

対
応
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
西
口
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
市
は
西
口

再
整
備
と
一
体
で
設
置
す
る
と
の
立
場
で

あ
る
が
、
市
民
が
切
望
す
る
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
設
置
は
、
再
整
備
と
切
り
離
し
、

先
行
し
て
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
単
独
で
設
置

す
る
場
合
、
多
額
の
費
用
が
必
要

と
な
り
、
仮
に
設
置
し
た
と
し
て
も
供

用
開
始
は
早
く
て
令
和
５
年
度
か
ら
と
な

る
。
Ｊ
Ｒ
西
口
の
再
整
備
の
工
事
着
手
が

令
和
７
年
度
と
し
た
場
合
、
実
際
に
利
用

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
新

た
な
移
動
手
段
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。市
全
体
の
交
通
体
系
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
ご
と
の
移
動
困
難
者
に
必
要
な
支
援

の
頻
度
や
人
数
等
、
活
用
可
能
な
資
源
と

な
る
車
両
等
の
周
辺
配
置
環
境
、そ
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
た
掘
り
起
こ
し
が
必
要
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
幅
広
い
視
野
で
庁
内
連
携

を
行
う
新
し
い
考
え
方
と
取
り
組
み
が
必

庁
内
連
携
に
よ
る
移
動
支
援
を

問

答 Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
西
口
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

問

答

市議会のうごき

芸
術
が
も
た
ら
す
直
接
的
な
成
果

を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
の

こ
と
だ
が
、「
S
O
U
」
の
ほ
ん
も
の
作

品
展
に
お
い
て
は
、
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
い
と
い
う
事
業
者
が
増
加
し
、
空
き
店

舗
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

芸
術
が
持
つ
可
能
性
が
結
実
し
た
例
と
考

え
る
。
平
成
30
年
６
月
施
行
の
国
際
文
化

交
流
の
祭
典
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
法

律
は
、
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

展
開
さ
せ
る
の
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

法
に
関
す
る
認
識
と
し
て
、
文
化

芸
術
を
通
じ
た
国
際
交
流
の
重
要

性
は
理
解
し
て
お
り
、
国
の
施
策
を
勘
案

し
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
茨
木
ら
し
い

取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

本
市
の
文
化
芸
術
政
策
の
取
り
組
み
は

問

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
い
じ
め
へ
の
影
響
は

問

11月
幹事長会
追手門学院大学生との
意見交換会
議会運営委員会
議会基本条例検証会議
市民会館跡地等整備対策
特別委員会
追手門学院大学生との
意見交換会
議会広報委員会
民生常任委員協議会
議会運営委員会
幹事長会、議会運営委員会

２日
４日

９日
10日
16日

18日

19日

25日
27日

10月
議会運営委員会
議会基本条例検証会議
議会広報委員会
幹事長会
議会運営委員会
文教常任委員会オンラインに
よる所管事務調査（東京都町
田市）
立命館大学生との意見交換会
（午前の部・午後の部）

６日

９日
13日
16日
26日

29日

答

12月
本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
幹事長会、議会運営委員会
本会議（最終日）
市街地整備対策特別委員会
北部地域整備対策特別委員会

３日
４日
９日

10日

15日
17日
22日
23日

で
き
る
期
間
は
約
２
年
か
ら
３
年
程
度
と

な
り
、
協
議
会
に
お
い
て
、
再
整
備
の
検

討
を
し
て
い
る
現
段
階
で
は
、
設
置
の
判

断
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

上
田
　
光
夫

　
公
　
明
　
党

  

松
本
　
泰
典

  

大
阪
維
新
の
会

  

岩
本
　
　
守

　
日
本
共
産
党

  

朝
田
　
　
充

元茨木川緑地のアート作品元茨木川緑地のアート作品
（東中条町）（東中条町）
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要
配
慮
児
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
市

立
幼
稚
園
保
護
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
３
年

保
育
を
望
む
声
や
、
市
立
幼
稚
園
園
長
会

か
ら
の
３
年
保
育
が
必
要
だ
と
の
意
見
は

今
後
ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
私
立
幼
稚

園
の
現
状
把
握
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
た
め
、
私
立
幼
稚
園
連
合
会

に
対
し
て
協
力
を
求
め
て
い
く
。
ま
た
、

庁
内
検
討
委
員
会
で
の
意
見
や
保
護
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
３
年
保
育
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
さ
ら

に
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
提
案

の
内
容
に
考
慮
し
て
い
く
。

元
茨
木
川
緑
地
で
は
、
朝
夕
の
通

勤
・
通
学
時
に
自
転
車
が
多
く
走

行
し
て
い
る
た
め
危
険
で
あ
る
。
将
来
的

に
、
自
転
車
道
と
歩
道
を
分
け
る
予
定
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
注
意
喚
起
の
看
板
は
、
地
味
で
目
立
た

ず
、
壊
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
き
ち
ん

と
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。
子
ど
も
に
も

わ
か
り
や
す
く
、
目
に
つ
く
よ
う
な
イ
ラ

ス
ト
が
入
っ
た
も
の
や
、
平
仮
名
表
記
の

看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

元
茨
木
川
緑
地
に
お
け
る
自
転
車

の
通
行
に
つ
い
て
は
、
元
茨
木
川

緑
地
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
事
業
に
お
け
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
や
道
路
管
理
者

な
ど
の
関
係
者
と
一
緒
に
検
討
す
る
。
ま

た
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
啓
発
の
看
板
に
つ

い
て
は
、よ
り
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
、

設
置
し
て
い
く
。

傾
聴
・
質
問
・
承
認
と
い
っ
た
ス
キ
ル
は
、

保
護
者
対
応
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
、
教
育
相
談
や
課
題
別
研
修
に

取
り
入
れ
て
い
く
。

現
在
、
茨
木
市
立
幼
稚
園
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
就
学
前
児
童
の
教
育
・
保
育
環
境

を
考
え
る
視
点
か
ら
も
、
私
立
幼
稚
園
の

答

幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
充
実
を

問

安
威
川
が
氾
濫
し
た
際
に
は
、
最

大
３
メ
ー
ト
ル
浸
水
す
る
地
域
が

あ
り
、
避
難
所
も
浸
水
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
市
民
も
不
安
に
感
じ
て
い
る
。

氾
濫
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
の
今
後
の

方
針
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
指
定
し
て

い
な
い
公
共
施
設
や
民
間
企
業
等
へ
の
避

難
所
指
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

令
和
２
年
３
月
に
府
が
安
威
川
等

の
浸
水
想
定
区
域
図
の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
訂
を
進
め
て
お
り
、
指
定
避
難
所
の
見

直
し
等
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
共

施
設
以
外
の
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
指
定
は

問

教
員
と
保
護
者
の
良
好
な
関
係

は
、
子
ど
も
の
教
育
環
境
に
は
不

可
欠
で
あ
る
。
保
護
者
か
ら
の
要
望
等
に

対
し
、解
決
が
困
難
で
長
期
化
す
る
場
合
、

学
校
へ
の
支
援
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
ま
た
、
保
護
者
へ
の
対
応
は
初

期
対
応
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
る
。
保
護
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
研
修
と
し
て
、
教
育
コ
ー
チ
ン

グ
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

学
校
応
援
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
学
校
だ
け
で
解
決
が
困
難

な
場
合
に
、
指
導
・
助
言
や
支
援
を
行
っ

て
い
る
。教
育
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

答 保
護
者
対
応
に
か
か
る
支
援
体
制
は

問

元
茨
木
川
緑
地
の
自
転
車
通
行
対
策
は

問答

答

可決された意見書

◎核兵器禁止条約の締約国会議への参加を求める意見書
◎犯罪被害者支援の充実を求める意見書
◎不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書
◎住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書
◎オンライン投票の環境整備の調査研究を求める意見書

12 月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

  

大
阪
維
新
の
会

  

円
藤 

こ
ず
え

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

  

小
林 

美
智
子

　
公
　
明
　
党

  
篠
原
　
一
代

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

上
田
　
嘉
夫

市
内
企
業
と
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
確
保

に
努
め
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
昨
今
の

状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
な
避
難
場
所
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

請願
　12 月定例会に提出された請願は、民生常任委員会の審査を経て、12 月 17 日
の最終本会議で採決の結果、次のとおり決定しました。

◆請願第２号　乳・幼児期から学童期までの保育・学童保育、子育て支援施策
　の拡充を求めることについて…………………………………………【不採択】


